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はじめに

令和４年度「山内小学校の教育に関するアンケート」

【設問】９項目 ※「柱6」を新設 【評価】５段階：「かなり満足」「まあまあ満足」「普通」「少し不満」「不満」

【方法及び回答期間】 Web回答（横浜市電子申請システム）、令和4年12月23日～1月22日

【回答総数】 357名

【柱１】生きてはたらく知
学校は、教科担任制やiPadの活用など、指導方法を工夫し、子どもたちが主体的に取り組む授業作りに努め
ている。

【柱２】豊かな心
学校は、目標をもち自己を振り返る「自分づくりDay」や「あいさつ週間」を設定したり、道徳の授業等を
通した規範意識の向上を図ったりして、安心して通える学校づくりに努めている。

【柱３】健やかな体 学校は、体育の授業や保健指導、食育等を通して、子どもたちの健やかな成長に努めている。

【柱４-1】
地域連携・未来を開く志

学校は、地域の人材・学習材を積極的に取り入れ、地域学校協働本部（Ｙぷらす）の連携等を通して、自分
と地域社会とのつながりを実感できる指導に努めている。

【柱４-2】
地域連携・未来を開く志

学校は、地域とのかかわりを大切にし、学校ホームページ等を活用して地域社会への情報公開・情報発信に
努めている。

【柱５】いじめへの対応
学校は、いじめ防止委員会の取り組み、いじめや学校生活に関するアンケートやそれに基づく面談等を活用
し、いじめの未然防止・早期発見・早期解決に努めている。

【柱６】特別支援教育
学校は、学級づくりやキラキラルーム、あったかハートルーム等の運営を通して、安心感のもてる居場所づ
くりや児童理解に努めている。

【柱７】児童指導
学校は、教科担任制等を通して、児童や学級の様子を共通理解し、あったかハートな学校風土がつくれるよ
う努めている。

【柱８】GIGAスクール
学校は、「ロイロノートスクール」「Googleクラスルーム」等を使ったタブレット端末活用やオンライン授
業、情報モラルについての指導に努めている。
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１ー１．集計結果（全設問数値）

◇「普通」以上の回答が９８．０％，「かなり満足」「まあまあ満足」の肯定的評価が８２．４％，
・「柱1,2,4,6,7,8」が80％以上の高ポイント，「柱５ いじめへの対応」の肯定的評価が低め
・今度初めてアンケートに加えた「児童指導」も肯定的評価８３．８％の高評価
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【柱１】生きてはたらく知
学校は、教科担任制やiPadの活用など、指導方法を工夫し、子どもたちが主体的に取
り組む授業作りに努めている。 138 170 45 3 1 86.3%

【柱２】豊かな心
学校は、目標をもち自己を振り返る「自分づくりDay」や「あいさつ週間」を設定し
たり、道徳の授業等を通した規範意識の向上を図ったりして、安心して通える学校づ
くりに努めている。

129 170 53 3 2 83.8%

【柱３】健やかな体
学校は、体育の授業や保健指導、食育等を通して、子どもたちの健やかな成長に努め
ている。 115 163 71 7 1 77.9%

【柱４-1】
地域連携・未来を開く志

学校は、地域の人材・学習材を積極的に取り入れ、地域学校協働本部（Ｙぷらす）の
連携等を通して、自分と地域社会とのつながりを実感できる指導に努めている。 187 132 37 1 0 89.4%

【柱４-2】
地域連携・未来を開く志

学校は、地域とのかかわりを大切にし、学校ホームページ等を活用して地域社会への
情報公開・情報発信に努めている。 198 116 41 2 0 88.0%

【柱５】いじめへの対応
学校は、いじめ防止委員会の取り組み、いじめや学校生活に関するアンケートやそれ
に基づく面談等を活用し、いじめの未然防止・早期発見・早期解決に努めている。 75 158 110 10 4 65.3%

【柱６】特別支援教育
学校は、学級づくりやキラキラルーム、あったかハートルーム等の運営を通して、安
心感のもてる居場所づくりや児童理解に努めている。 152 151 44 9 1 84.9%

【柱７】児童指導
学校は、教科担任制等を通して、児童や学級の様子を共通理解し、あったかハートな
学校風土がつくれるよう努めている。 130 169 47 9 2 83.8%

【柱８】GIGAスクール
学校は、「ロイロノートスクール」「Googleクラスルーム」等を使ったタブレット
端末活用やオンライン授業、情報モラルについての指導に努めている。 128 166 55 8 0 82.4%

合計 82.4%



１ー２．集計結果（全設問のグラフ表示）

◇「普通」以上の回答が９８．０％，「かなり満足」「まあまあ満足」の肯定的評価が８２．４％
・「柱1,2,4,6,7,8」が80％以上の高ポイント，「柱５ いじめへの対応」の肯定的評価が低め
・「児童指導」（今年度新設）も肯定的評価８３．８％の高評価
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１－３．肯定的評価の昨年度比較

令和４年度は令和３年度より
継続して各設問に高い評価を
頂いているものの、いじめへ
の対応の評価は伸びなかっ
た。
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１ー４．評価合計の年度別比較

○「かなり満足」＝ 8.1ポイント増加（令和元年→4年）

▲「少し不満」「不満」＝２％弱継続
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２－１．柱１生きてはたらく知

令和４年度

令和３年度
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学校は、教科担任制やiPadの活用など、指導方法を工夫し、子どもたちが主体的に
取り組む授業作りに努めている。

7

「かなり満足」＝ 10ポイント以上増加
◇「主体的に取り組む」⇒ 情報交換・教科担任制・タブレットの活用

◇「自分の考え」「伝え合い」「学びを深める」 ⇒ 国語科の授業研究



２－２．柱２豊かな心 8
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学校は、目標をもち自己を振り返る「自分づくりDay」や「あいさつ週間」を設定
したり、道徳の授業等を通した規範意識の向上を図ったりして、安心して通える学
校づくりに努めている。

「かなり満足」＝ 8.4ポイント増加
◇自分づくり ⇒ 振り返りカードの活用
◇友好的な人間関係 ⇒ 児童の委員会活動



２－３．柱３健やかな体 9
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学校は、体育の授業や保健指導、食育等を通して、子どもたちの健やかな成長に
努めている。

肯定的評価＝微減
◇一校一実践 ⇒ 体育の授業で俊敏性を高める活動

※詳細は、「新体力テスト」の説明時に



２－４．柱４地域連携・未来を開く志 10

令和４年度 柱４－１

※このページは,令和４年度に設問を変更した「地域連携・未来を開く
志」の柱４－１の回答グラフです。

学校は、地域の人材・学習材を積極的に取り入れ、地域学校協働本部（Ｙぷらす）
の連携等を通して、自分と地域社会とのつながりを実感できる指導に努めている。

９割近くの方から肯定的評価
◇Yぷらすによる、数多くのサポート

◇「生活科」「総合的な学習の時間」における、地域との連携、協働



２－４．柱４地域連携・未来を開く志 11

令和４年度 柱４－２

※このページは,令和４年度に設問を変更した「地域連携・未来を開く
志」の柱４－２の回答グラフです。

９割近くの方から肯定的評価
◇学校HP、メール配信、インスタグラム等による積極的な情報発信

学校は、地域とのかかわりを大切にし、学校ホームページ等を活用して地域社会へ
の情報公開・情報発信に努めている。



２－５．柱５いじめへの対応 12
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学校は、いじめ防止委員会の取り組み、いじめや学校生活に関するアンケートやそれ
に基づく面談等を活用し、いじめの未然防止・早期発見・早期解決に努めている。

「ふつう」以上＝横ばい、肯定的評価＝4.9ポイント減少
◇児童のいじめ防止に対する意識を高める活動 ⇒児童会「いじめ防止委員会」
◇いじめの早期発見、進捗管理 ⇒ 職員「いじめ防止委員会」「いじめ防止研修」



２－６．柱６特別支援教育 13
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学校は、学級づくりやキラキラルーム、あったかハートルーム等の運営を通して、
安心感のもてる居場所づくりや児童理解に努めている。

肯定的評価＝5.5ポイント減少、「少し不満」＝0.8ポイント増加
◇個に応じた支援体制 ⇒ 特別支援教室 「きらきらルーム」「あったかハートルーム」



２－７．柱７児童指導 14

令和４年度 36.4% 47.3% 13.2% 2.5%

かなり満足 まあまあ満足 ふつう 少し不満 かなり不満

※令和４年度に新設した質問

学校は、教科担任制等を通して、児童や学級の様子を共通理解し、あったかハートな
学校風土がつくれるよう努めている。

肯定的評価＝83.8％
◇あったかハートな学校風土

⇒「横浜プログラムの活用」 「ペア学年の活動」



２－８．柱８ GIGAスクール 15
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学校は、「ロイロノートスクール」「Googleクラスルーム」等を使ったタブレット
端末活用やオンライン授業、情報モラルについての指導に努めている。

引き続き高い「肯定的評価」
◇タブレットの端末活用、オンライン授業 ⇒教職員の研修など

◇情報モラル ⇒ ３，６年のサイバー教室の実施



まとめ 16

「山内小学校の教育に関するアンケート」へご協力いただき、誠にありがとうご
ざいました。俯瞰し、4年間の “満足度” を見ると、確実に向上してきていることが
見てとれます。皆様と共に歩んできた軌跡の賜物と大変嬉しく思います。

個々の項目を見ると、「地域連携」や「情報発信・共有」の項目に高評価をいた
だきました。今後とも「共育・共創の学校」の実現を目指し、保護者の皆様や地域
の皆様と共に子どもたちの成長を支援していきたいと思います。

一方、「あったかハート」を合言葉に、「誰一人とり残さない」という理念を掲
げながら、「いじめへの対応」の項目が相対的に低い評価となりました。課題とし
て重く受け止めます。子どもたちが自分らしく輝き、安心して学校生活を送れるよ
う、より一層保護者の皆様との連携を図りながら、子どもたちを支えていきます。

令和5年度、山内小学校は創立150年の節目を迎えます。不易と流行、未来志向で
の学校経営を続けます。引き続きのご支援のほど、よろしくお願いいたします。


